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鉄醵化綱菌 ThiQbacillus　ferrooxidans　JCM7811を用 い た バ イ オ セ ン サ

に よる ア ス コ ル ビ ン 酸の 定量　 （山梨大学 ・工 ・，化学生 物 工 ）

O 黒澤 尋 、 加藤雅彦 、 中村和夫 、 天 野義文

［目的〕鉄酸化細菌 エ曲 歓 rooxidans （TD は 、 鉄及 び硫黄化合物 を酸化 して

生 育する独立栄養細菌で あ り、
バ ク刋ア11一チング や脱硫等に 利用 され て い る 。

一方アス

コルピン酸 （AsA）は 、主要な栄養 素 で あると 同時に 強 い 還 元能 を有する た め 、 栄養強

化及び酸化 防止 の 目的で 食 品 に 添 加され て い る 。 本 研究で は Tfの 鉄 酸化 能 と AsA

の 還 元力 （Fe3
←

→ Fe2
＋

）を利 用 して 、 食 品中の AsA をバ 揖 センサ法に よ り測定 した 。

｝

〔方法及び結 果］ Thiobacigus　ferrooxidans　JCM7811をFeSO4を基質 とす るSilverman

gK培地 で 培 養 し集 菌 した 。 菌体 を訃 ロセJVE一ス膜で 固 定化 し微生物 膜 と した 後 、酸

素 電極 先端 に 取 り付けパ イ馳ンサを構築 した
。 50mMの Fe3＋

溶 液に 0〜 5酬 の AsA を添

加す る と 、 AsA に よ りFeS“

が 還元 され 、　 AsA の 濃度 に 比例 して Fe2
’

が 生成 した 。

こ の Fe　2 “

は Tf に よ っ て 特異 的に 酸化 され 、 結果 と して 添 加 した AsA 濃 度 とバ 材 セ

ンサの 電圧埴減 少の 間 に 直 線関係が 得 られ た 。
ビ タミンC飲料 、

レモン果汁等の 実 試料を

測 定 した 結 果、 セソサに よ る測 定 値 は 公定 法 の DNH 法 に よ る もの とほ ぼ 一致 した 。

センサに よる AsA の 定 量 限界 は 0．1mM で あ っ た 。
センサの 出力 （微生物 膜 の 活 性）は 、 6

週 間後で も70％ 以上を維持 した 。
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腐食電流による硫酸還元菌の培養挙動の 追跡

（山梨大 ・工 ・化学生物工 ）

○山本　英二 、　 黒沢　尋 、　 中村　和夫 、　 天野　義文

｛目的】硫酸還元菌は繕対嫌気下で乳酸やエ タノール な どの 有機化合物を用い 、 硫酸を硫化水素に還

元して生育する．通常の培養では菌体に よ リ生産された硫化水素は培地中に 含まれる金属イ オ ン と結

合し、 黒色の硫化物沈殿を形成する．こ の 黒色の硫化物は菌体と の分離が容易で なく、濁度法による

菌体濃度の 測定を困難なもの に して い る ． 本研究では 、 菌体の 硫酸還元能と硫化水素の腐食作用に着

目し、 硫化水素によ っ て生 じる腐食電流を状態変数として菌体濃度や硫酸濃度に代表される培養状態

の変化を追跡した 、

・｛方法及び結果】硫酸還元菌 besulfbvibrio　desulturiaans　i　FO　l3699を使用菌株とした。蔚体の培

讌 綿 勢 磐鑰 騨謙 鑾幾騰 飆 扇孀 i轆 攜繍 謂噛。

電極の 実効表面積は lemzとした ． 腐食電流は電流計（ADVA樽εST　DFGITAL　liULTIMETER　TR6848）を用い

測定 した．硫化ナ トリウム を標単物質として種 々 の 硫化水素濃度に おい て 生じる腐食電流を測定 した

結果、 発生した腐食電流は溶存す る硫化水素濃度に比例 し、 15〜35℃にお い て温度の 影響をほ とんど

受けなかっ た．また培養液中Φ硫化水素に 対 して も高い 比例性 を示した ． さらに こ の 腐食電流は菌体

濃度 専 硫酸濃度にも高 い相関性を示 し 、 その相関係数はそれぞれ0．992、
eL・997で あ っ た．以上よ り、

腐食電流を測定す る こ とで 、 硫化 水素漁度だ けで な く 、 菌体濃度 、 硫酸濃度 などの 培養環境の 変化を

監視できることが示唆された。
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